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病院薬学研究室で⾏っている研究課題
がん⽀持療法・緩和医療のサイエンス
がん、あるいはがん治療に伴う体や⼼の苦痛を予防・軽減し、患者やその家族をサポートする

「がん⽀持療法」、「緩和医療」は、がんとともに⽣きる「がんとの共⽣」になくてはならない医
療です。当研究室では、下記のがん⽀持療法・緩和医療に関連する課題について、臨床研究で得ら
れた情報から基礎研究を実施し、それぞれ病態メカニズムを解明、予防/治療薬を探索して、臨床
研究によりそれらを検証する基礎­臨床循環型研究（リバース・トランスレーショナルリサーチ）
を⽬指しています。
１）がん化学療法誘発性末梢神経障害
２）がん関連認知機能障害
３）薬剤誘発性褥瘡
４）薬剤誘発性せん妄
５）がん化学療法誘発性⼝腔粘膜炎
６）慢性炎症と酸化ストレスに着⽬した研究
７）好中球減少症などの診断技術

附属病院薬剤部と連携しながら臨床につながる研究を進めます。
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